
あま市民病院だより

あま市民病院
～市民と連携機関に信頼され、健康と安心を提供する病院～

食中毒を予防しよう
食中毒とは、食中毒を起こすもととなる細菌やウイルス、有害な物質がついた食べ物を食べることに

よって、下痢や腹痛・発熱・吐き気などの症状が出る病気です。

〇細菌が原因となる食中毒は、夏場（6月～8月）に多く発生しています。
〇ウイルスが原因となる食中毒は、冬場（11月～3月）に多く発生しています。
〇毒キノコやフグなどの「自然毒」、近年発生の多いアニサキスなどの「寄生虫」なども
　食中毒の原因となっています。

食中毒の原因となる細菌やウイルスは目に見えないため、どこにいるかわかりませんが私たちの周り
のいたるところに存在している可能性があります。

ご家庭で食中毒を予防するには、次のことを心がけてください。

 

　

他にも細菌やウイルスの種類によって、特化した対策があります。
詳細は、厚生労働省ウェブサイトをご覧ください。
リーフレットもダウンロードできます。ぜひご活用ください。

あま市民病院　栄養管理室

①　調理をする際は清潔を保つこと
②　迅速に冷却する　
③　迅速に加熱する

27 令和5年6月号




